
皮膚疾患

食物アレルギーお
よび食物不耐性

科学的文献に報告されている食物アレルギーおよび食物不耐性の有病率について、少なくともその一部は、患者集団お
よび診断方法の違いによって異なります。1 痒みのために専門医院や大学病院に来院した犬では、9～40 % の有病率が
報告されています。1 専門医院や大学で皮膚疾患と診断された犬は最大 24 % が食物アレルギーや不耐症と診断された
のに対し、一般診療所で皮膚疾患と診断された犬ではわずか 0.4 % でした。1,2 痒みのために大学病院を受診した猫の
最大 21 % が食物アレルギーまたは不耐性と診断されたのに対し、大学病院を受診した猫全体の 0.2 % しか同診断を受
けませんでした。1

ペットが普通の食べ物で予期せぬ副作用を起こした場合、食物アレルギーと考えがちですが、食物不耐症である可能性
があります。しかし、病因は異なるものの、食物アレルギーと食物不耐性は臨床症状が似ており、同じまたは類似の方法
で診断し栄養管理されます。3 

主なメッセージ

 食物アレルギーは、アレルゲンと呼ばれる食物中の成分に対する免疫介在性の反応です。アレルゲンはタンパク質で
す。アレルギーは通常、原因となるアレルゲンに繰り返しさらされた後に発症します。4

 最も一般的な食物アレルゲンは、犬では牛肉、乳製品、鶏肉から、猫では牛肉、魚、乳製品からです。4,5 

 ペットの食物アレルゲンで最も多いのは、ペットの食事に最も多く含まれるタンパク質です。ペットの場合、他のタ
ンパク源よりも食事中のタンパク質との接触頻度が高いため、アレルギーを発症する機会が多くなります。3

 食物不耐性は特定の免疫要因があるとは認識されていません。初めて特定の食物を食べた時にかかわらず、いつでも
発生する可能性があります。4

 代謝性食物不耐症は、消化酵素の欠乏から生じることがあります。例えば、小腸のラクターゼという酵素のレベル
が低いことによる乳糖不耐症などです。6 離乳後の子犬や子猫のラクターゼ値は低下しますが 7 、乳糖不耐症はま
れです。

 特発性食物不耐症とは、その名のとおり、多くのペットに耐性がある食物や食材に対して、原因不明の有害反応が
ある場合のことを言います。6 

（次のページに続く)

治療のための栄養

食物アレルギーおよび食物不耐性は食物有害反応の種
類です。毒性などの他の種類の食物有害反応とは異な
り、「正常な」食品に対する異常反応の例です。



ER/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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キーメッセージ（続き）

 食物アレルギーや不耐性は、通常、ペットの皮膚や胃腸の症状を引き起こします。8

 最も一般的な皮膚症状は非季節性の痒みで、犬では全身または耳、足、腹部、顔面に、猫ではしばしば顔面、頭
部、頸部に限局して発生します。9 その後、掻くことによって、紅斑、皮膚感染症の再発、脱毛を引き起こすことがあ
ります。犬は唯一の臨床症状である外耳炎を呈することがあり 1、猫は粟粒性皮膚炎を呈することがあります。8,9

 アレルギー性皮膚疾患のペットでは、食物アレルギーはアトピー（花粉などの環境アレルゲン）やノミアレルギー
性皮膚炎よりも少ないです。4 一般診療所で皮膚症状を呈するペットのうち、アトピーやノミアレルギー性皮膚炎
は食物アレルギーよりも犬で 20 倍、猫で 4 倍多く診断されています。2

 消化器症状としては、下痢、嘔吐、排便の頻度上昇などがあります（犬および猫の食物反応性腸症の項を参照して
ください）。8

 皮膚症状と胃腸症状の両方が見られるペットは、アトピーよりも食物過敏症の可能性が高いです。10,11 

 食物アレルギーや不耐性を診断するためのゴールドスタンダードは、除去食試験です。4,8 

 食物アレルギーまたは不耐性が確認されたペットの長期栄養管理には、同定されたアレルゲンまたは食材を避ける
か、除去試験で使用した加水分解されたアミノ酸ベースのタンパク質、または完全でバランスのとれた新規タンパク質
食を継続する必要があります。4


